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公
害
課

調整係
内 線526- 527

公害防止計画など

工場係
内 線456- 457

工場設置認可、工崎への
規制指導・苦場の処理、

監視係
内線458- 459

大気汚染、水質汚濁調査工場以外の苦情処理など

技術担当
内線479

公害防止資料の収集、調査、など

試料分析担当

内線480

公害関係試料の化学的測定および分析

<大気汚染>

公
害
の
な
い
町
め
ざ
し
て

い
お
う
酸
化
物
は
減
少
、自
動
車
排
ガ
ス
対
策

(
窒
素
酸
化
物
、
一
酸
化
炭
素
)
が
課
題
に

二
酸
化
い
お
う
(
迎

の
濃
度
は
、
工

場
地
帯
を
か
か
え
る
新
田
地
域
で
、
高
め

で
す
が
、
毎
年
確
実
に
改
善
さ
れ
て
い
ま

す
。　
こ
れ
は
、
昭
和
4
4年
以
来
、
重
油

燃
料
中
の
い
お
う
分
規
制
が
つ
よ
ま
っ
た

結
果
と
み
ら
れ
ま
す
。
大
気
が
安
定
す
る

冬
や
、
東
京
湾
沿
い
の
工
業
地
帯
や
隣
接

県
の
工
業
団
地
か
ら
季
節
風
で
排
煙
が
は

こ
ぼ
れ
て
く
る
夏
に
は
、
汚
染
度
が
た
か

く
な
り
が
ち
で
す
。

窒
素
酸
化
物
(
k
、̀
)
は
、自
動
車

排
ガ
ス
や
工
場
等
の
ボ
イ
ラ
ー
燃
焼
で
発

生
し
、
そ
れ
自
体
で
も
有
害
で
す
が
、
大

気
汚
染
物
質
と
し
て
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
に
最
大
の
関
わ
り
を
も
っ
て
お
り
、
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
物
質
で
す
。
昨

年
9
月
か
ら
都
の
測
定
室
が
島
根
2
丁
目

に
新
設
さ
れ
て
2
4時
間
測
定
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
他
の
汚
染
物
質
が
ほ
ぼ
環
境
基

準
内
に
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、
二

酸
化
窒
素
だ
け
が
全
都
的
に
環
境
基
準
を

上
ま
わ
っ
て
い
る
た
め
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

官
城
で
は
、
工
場
の
影
響

鹿
浜
、
蒲
原
で
は
幹
線
道
路
の

排
ガ
ス
が
主
な
汚
染
源

公
害
課
で
は
、
区
内
小
中
学
校
6

ヶ
所

の
定
点
測
定
(
2

ヶ
月
に
1

度

、1
週
間
)

と
と
も
に
、
環
状
7

号
線

、
国
道
4

号
線

の
排
ガ
ス
調
査
を
す
ゝ
め
て
き
ま
し
た
。

宮
城
小
学
校
測
定
点
の
二
酸
化
い
お
う
、

窒
素
酸
化
物
の
濃
度
が
た
か
い
の
は
、
主

に
工
場
の
影
響
と
み
ら
れ

、
鹿
浜

、
蒲
原

中
学
校
で
は

、
幹
線
道
路
の
自
動
車
排
ガ

ス
の
影
響
で

、
一
酸
化
炭
素

、
窒
素
酸
化

物
が
た
か
く
な
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
ま

す

。
幹
線
道
路
の
排
ガ
ス
濃
度
で
も

、
窒

素
酸
化
物
は

、
環
境
基
準
の
ほ
ぼ
2
倍
以

上
の
汚
染
を
し
め
し
て
い
る
他

、
一
酸
化

炭
素
に
つ
い
て
は
、
環
境
基
準
は
下
ま
わ

っ
て
い
る
も
の
の

、
濃
度
が
た
か
く
な
る

傾
向
が
あ
り
、
車
公
害
を
な
く
す
課
題
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い

え
ま
し
ょ
う
。

工
場
の
排
ガ
ス
規
制
と
と
も
に

ク
ル
マ
公
審
対
策
に
む
け
て

こ
と
し
の
7
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
区
政

モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
公
害
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
、自
動
車
の
排
ガ
ス
、
騒
音

が
み
じ
か
な
公
害
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

技
術
の
改
良
で
、
自
動
車
排
か
ス
中
の

窒
素
酸
化
物
や
炭
化
水
素
を
大
巾
に
へ
ら

す
規
制
(
環
境
庁
の
告
示
)
が
昭
和
5
0年

度
か
ら
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
き
び
し
い
規
制
が
の
ぞ
ま
れ
て
い
ま

す
。
都
で
は
交
通
量
削
減
対
策
と
し
て
、

交
通
公
害
防
止
の
た
め
の
交
通
規
制
の
特

例
を
条
例
で
さ
だ
め
ら
れ
る
よ
う
国
に
要

請
す
る
か
た
わ
ら
、
交
通
関
係
行
政
機
関

に
協
力
要
請
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
区

で
も
、
沿
道
の
騒
音
対
策
を
の
ぞ
む
住
民

の
み
な
さ
ん
の
声
を
う
け
て
、
幹
線
道
路

の
交
通
規
制
を
、
都
公
安
委
員
会
等
に
要

請
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
の

な
か
で
、
環
七
に
つ
い
て
は
、
午
後
9
時

か
ら
午
前
6
時
ま
で
の
大
型
車
の
通
行
区

分
が
指
定
さ
れ
た
り
、
幹
線
道
路
の
制
限

速
度
が
5
0キ
ロ
か
ら
4
0キ
ロ
ヘ
と
ひ
き
さ

げ
ら
れ
る
な
ど
の
改
善
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
さ
ら
に
、
工
場
や
事
業
所

へ
の
対
策
と
と
も
に
、
交
通
公
害
へ
の
と

り
く
み
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〝
六

価
ク
ロ
ム
禍
〟
　
　

公
共
用
地
の
一
斉
調
査

大
手
工
場
へ
の
立
入
な
ど

<
区
の
対
策
>

こ
と
し
の
7
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
、

ク
ロ
ム
製
造
工
場
が
、
毒
性
の
つ
よ
い
6

価
ク
ロ
ム
を
含
む
ク
ロ
ム
鉱
さ
い
を
江
東

区
と
江
戸
川
区
の
埋
立
地
に
大
量
に
投
棄

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

。住
民
の
大
き

な
不
安
を
よ
び
お
こ
し
ま
し
た
。

足
立
区
で
は
、
区
内
小
中
学
校
の
グ
ラ

ン
ド
や
保
育
園
庭

、
公
園
な
ど
の
埋
立
地
6
6

ヶ
所
の
土
壌
分
折
、
区
内
大
手
の
ク
ロ

ム
使
用
工
場
1
5
ヶ
所
の
ス
ラ
ッ
ジ
(
生
産

後
の
残
さ
い
)
の
分
折
を
お
こ
な
い
ま
し

た
が
、
い
ず
れ
も
産
業
廃
棄
物
の
6

価
ク

ロ
ム
堙
立
基
準
(
1
.
5
P
P
m
)
を
下
ま
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
ク
ロ
ム
公
害
対
策
と
し

て
、
公
害
課
で
は

、
使
用
工
場
の
無
害
化

処
理
に
つ
い
て
ひ
き
つ
。ヽ
き
指
導
を
つ
よ

め
る
と
と
も
に
、
一
般
埋
立
地
な
ど
で
汚

染
土
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
搬
入
ル
ー

ト
を
調
査
し
、
無
害
化
処
理
の
対
策
を
お

こ
な
い
ま
す
。
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
つ

い
て
は
、
大
気
や
水
の
規
制
に
く
ら
べ
て
、

法
的
な
規
制
が
た
ち
お
く
れ
て
い
る
こ
と
、

企
業
が
廃
棄
物
の
処
分
を
処
分
業
者
ま
か

せ
に
し
て
い
る
こ
と
、
完
全
に
処
理
す
る

共
同
施
設
や
処
分
地
の
不
足
な
ど
未
解
決

の
問
題
が
多
く
の
こ
さ
れ
て
お
り
、
国
、

自
治
体
、
企
業
の
I
体
と
な
っ
た
と
り
く

み
が
つ
よ
く
も
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

足
立
区
も
公
害
健
康
被
害
補
償
法

の
「
救
済
地
域
」に

大
気
汚
染
に
よ
る
呼
吸
器
系
の
患
者
の

数
は
、
足
立
区
で
も
増
加
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
現
在
、
国
で
は
慢
性
気
管
支
炎

等
に
か
か
っ
て
い
る
住
民
が
多
く
、
大
気

中
の
い
お
う
酸
化
物
濃
度
の
た
か
い
ざ
域

に
す
む
患
者
に
対
し
て
、「
公
害
健
康
被
害

補
償
法
」
で
被
害
の
救
済
を
は
か
っ
て
い

ま
す
。足
立
区
も
、こ
と
し
の
1
2
月
か
ら
、

都
内
で
指
定
に
も
れ
て
い
た
1
0
区
と
芦

も
に
。
あ
ら
た
に
救
済
地
域
に
指
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
慢
性
気
管
支
炎
、
気
管
支
ぜ

ん
息

、
ぜ
ん
息
性
気
管
支
炎
な
ど
の
病
気

に
か
か
り
、
一
定
期
間
区
内
に
居
住
し
た

り
通
勤
通
学
し
て
い
る
人
に
た
い
し
、
医

療
費
の
補
俄
や
療
養
手
当
な
ど
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。
(申
請
の
手
続
き
に
は
、
医

師
の
診
断
書
、
住
民
票
の
写
し
、
通
勤
証

明
書
な
ど
か
心
要
で
す
が
、
く
わ
し
い
こ

と
は
、
区
衡
生
部
谷
害
補
償
批
当
に
お
問

い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
内
5
4
4
)

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
よ
る
と
お
も
わ
れ
る

被
害
は
、
こ
と
し
も
ま
た
下
の
表
の
よ
う

に
、
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
が
あ
が
り
、
ス

モ
ッ
グ
注
意
報
が
出
さ
れ
た
日
な
ど
に
、

屋
外
に
い
た
学
童
を
中
心
に
「
目
が
い
た

い
」
「
せ
き
こ
む
」
な
ど
の
症
状
の
川
出

と
し
て
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

土 壌の探 取

区内の大気汚染測定点各測定地の年度別汚染濃度図

大気汚 染 に係る環境 基準

ことしの光化学スモッグによるとおもわれる被害届出のようす( 足立区受付)

光化学スモッグの発令基準
予報: 気象条件から高濃度汚染が予想されるとき
注意報: オキシダント濃度0. 15PPm以上のとき

警報: オキシダント濃度0. 30PPm以上のとき
学校情報: オキシダント濃度0. 12PPm以上のとき

「条例」による大気汚染医療費助成の認定状況
S50. 10. 31　現在

「条例」で対象となる人: 区内に引き続l 年( 3歳未未満の人は6ヶ月) 以上住所
を有する18歳未満の人
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き
れ
い
な
綾
瀬
川
の実

現
に
む
か
っ
て

流
域
区
市
で
『
浄
化
対
策
会
議
』
設
置
へ

綾
瀬
川
は
、
公
害
と
し
て
の
水
質
測
定

を
は
じ
め
た
昭
和
4
3
年
以
来
、
都
内
で

、

も
っ
と
も
汚
れ
た
川
と
し
て
ラ
ン
ク
さ
れ

つ
ヾ
け
、
綾
瀬
川
の
水
質
改
善
は
大
き
な

課
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た

。

な
ぜ
こ
ん
な
に
汚
れ
が
ひ
ど
く

な
っ
た
の
で
し
ょ
う

ゆ
た
か
な
田
園
に
か
こ
ま
れ
、
農
作
物

の
運
搬
に
利
用
さ
れ
る
な
ど
地
域
の
人
々

の
生
活
と
つ
な
が
っ
て
い
た
綾
瀬
川
も
、

昭
和
4
3
年
の
内
匠
橋
で
の
B
O
D

値
(

生

物
化
学
的
酸
素
要
求
量

、
値
が
大
き
い
ほ

ど
汚
濁
が
ひ
ど
い
。　
5
P
P
m

・
コ
イ

ー
フ
ナ
が
正
常
に
生
息
で
き
る
水
準

、1
0
P
P
m

・
悪
臭
発
生
限
界
)
は
す
で
に

、9
5
P
P
m

を
こ
え
て
い
ま
し
た
。
昭
和
4
0

年
来

、
特
に
上
流
部
で
急
激
に
造
成
が
す

す
め
ら
れ
た
工
業
団
地
等
の
出
現
で

、
製

紙
染
色
印
刷
…
…
の
工
場
排
水
が
水
路
を

つ
う
じ
て
綾
瀬
川
に
流
れ
こ
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
急
速
な
人
口
の
集
中

化
(

流
域
人
口
密
度
は
都
内
ト
ッ
プ
)

に

よ
っ
て
家
庭
の
排
水
の
量
も
以
前
と
は
ま

っ
た
く
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、
多
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
排
水
量
の

増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
区
の
下
水
道
普

及
率
は
、
人
口
比
で
1
3
%
(
都
全
体
で
は
6
0
%
)

と
低
く
、汚
濁
を
助
長
す
る
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
綾
瀬
川
の
し
ゅ
ん

せ
つ
清
掃
事
業
も
内
匠
僑
よ
り
上
流
で
昭

和
4
9
年
度
か
ら
部
分
的
に
始
ま
り
ま
し
た

が
、
地
盤
沈
下
の
た
め
護
岸
の
補
強
工
事

を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
す

、
め
ら
れ
な
い

な
ど
困
難
な
問
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。

流
域
の
区
と
市
で

綾
瀬
川
浄
化
対
策
会
議

を
設
置

区
で
は
、
い
ま
ま
で
も
、
流
域
の
市
や

県
、
都
に
た
い
し
て
、
浄
化
促
進
の
要
望

を
お
こ
な
う
か
た
わ
ら
、
排
水
場
の
水
質

調
査
や
流
域
の
工
場

排
水
の
規
制
を
つ
よ

め
て
き
ま
し
た
。
け

れ
ど
も
そ
れ
だ
け
で

は
、
改
善
が
の
ぞ
め

な
い
た
め
、
こ
の
ほ

ど
、ま
ず
、関
係
区
市

(葛
飾
区
・
草
加
市

・
八
潮
市
・
越
谷
市
)

と
と
も
に
、
浄
化
対

策
を
す

ゝ
め
る
た
め
、「
綾
瀬
川
浄
化
対
策

協
議
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。川

の
汚
れ
は
、
流
域
の
環
境
を
そ
こ
な

う
だ
け
で
な
く
、
海
を
よ
ご
し
、
水
棲
植

物
や
魚
貝
類
に
被
害
を
あ
た
え
、
と
り
か

え
し
の
つ
か
な
い
槓
害
と
な
っ
て
ひ
ろ
が

っ
て
い
く
こ
と
を
わ
す
れ
て
は
な
ら
な
い

と
お
も
い
ま
す
。

=
=
公
害
の
苦
情
=
=

く
い
う
ち
や
車
の
騒
音

工
場
の
悪
臭
も
し
だ
い
に
多
く

区
に
よ
せ
ら
れ
る
苦
情
で
は
、騒
音
(
振

動
)
、悪
臭
が
、
い
ぜ
ん
高
率
を
し
め
て
い

ま
す
。
騒
音
に
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
ビ

ル
建
設
の
く
い
う
ち
や
道
路
工
事
の
騒
音

深
夜
の
ダ
ン
プ
カ
ー
に
よ
る
残
土
の
搬
入
、

夜
間
、
車
庫
へ
の
車
の
出
入
り
、
幹
線
道

路
の
交
通
騒
音
…
…
と

。発
生
源
″
は
ま

す
ま
す
多
面
的
に
な
り

、
市
街
地
化
の
進

行

、
生
活
様
式
の
変
化
と
と
も
に
都
市
生

活
そ
の
も
の
が
と
わ
れ
て
い
く
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す

。

工
場
に
対
す
る
苦
情
に
は
、
プ
レ
ス
や

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
、
せ
ん
断
機
な
ど
に
よ

る
騒
音
が
相
当
部
分
を
し
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
さ
ま
ぎ
ま
の
業
種
の
工
場
に

よ
る

。悪
臭
公
害
″

が
、
解
決
困
難
な
問

題
と
し
て
ふ
え
る
傾

向
が
で
て
い
ま
す
。

悪
臭
を
完
全
除
去
す

る
技
術
や
発
生
源
の

実
態
に
あ
っ
た
技
術

開
発
の
た
ち
お
く
れ

コ
ス
ト
高
が
大
き
な
あ
い
路
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
住
居
が
た
て
こ
ん
で
い
く
う
ち

に
、
も
と
か
ら
操
業
し
て
い
た
工
場
の
悪

臭
が
周
辺
の
問
題
に
な
る
ほ
ど
の
事
情
も

影
響
し
て
い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

公
害
課
で
は
、
公
害
の
発
生
源
に
対
し

「
騒
音
規
制
法
」
「
悪
臭
防
止
法
」
「
東

京
都
公
害
防
止
条
例
」
等
に
よ
っ
て
、
規

制
指
導
や
改
善
勧
告
な
ど
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

綾瀬川24時 間のすがた
10/ 17～18大潮の日に測定

満i 襴時 にF 灑 の2 地 煮1 幢 溂 新 嫣 。

増 切 小 橋j で は い 輯 の 彰 籌 で 、 汚 れ か

う す まl l 　。　|二i櫚に な るt 　l l 流 の 汚 濁 水

が ひ き よせ ら れ る

状 況 が わか り ます 。

鄙県境で|は、15れ

のひどいl j j j ■ j l l な

どの彰¶ でそのj 鬯

になります。

BOD 経 時 変 化

現象別苦情受付件数

□
力
作
あ
つ
ま
る
□

第
3
回
公
害
防
止

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

区
長
賞
に
萩
野
谷
君
(
東
綾
瀬
中
)

公
害
を
な
く
し
、
く
ら
し
よ
い
環
境
づ

く
り
を
め
ぎ
し
て
、
区
で
は
、
こ
と
し
も

公
害
防
止
ポ
ス
タ
ー
の
図
案
を
募
集
し
ま

し
た
。(
中
学
生
対
象
)

4
4
2
点
の
応
募
作
品
を
厳
正
に
審
査
し
た

結
果
、
次
の
方
々
が
人
選
し
ま
し
た
。

区
長
賞
の
萩
野
谷
君
の
作
品
は
、
印
刷

さ
れ
て
、
来
年
6
月
の
環
境
週
間
に
、
町

の
掲
示
板
に
貼
り
出
さ
れ
、
公
害
の
な
い

町
づ
く
り
を
よ
び
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
尺
選
作
品
の
展
示
を
次
の
よ
う
に
お
こ

な
い
ま
す
。

■
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー

一
月
二
十
六
日
～
三
十
一
日

入
選
者
(

敬
称
略
)

区
長
賞
(
1

点
)

萩
野
谷
秀
幸
(

東
綾
瀬

中
)
　
金
賞
(
2

点
)

松
山
孝
(
1
0
中
)

野

口
深
雪
(
東
綾
瀬
中
)
　
銀
賞
(
6

点
)
菅

原
英
道
、
今
井
勉

、
磯
谷
賀
代
子
(
1
0
中
)

清
水
直
樹
、
萩
野
谷
秀
幸
(

東
綾
瀬
中
)

近
藤
由
美
(
新
田
中
)
　
銅
賞
(
1
5
点
)

森

西
洋
平

、
中
島
和
枝

、
日
比
谷
泰
宏

、
藤

川
稔

、
新
堀
浩
一
、
福
田
達
寛
(
1
0
中
)

大
塚
清
美

、
奥
谷
慎
二
(

東
綾
瀬
中
)

進

美
由
喜
(

青
井
中
)

石
野
正
行
(

新
田
中
)

田
中
篤
子

、
寺
沢
吉
弘
(
4

中
)

小
山
一

英

、
向
美
恵
子
(
9
中
)

山
口
裕
二
(
1
5中
)

佳
作
(
5
0
点
)
吉
田
恵
美
子

、
坂
田
奈
穂

工
藤
武
智

、
久
保
田
良
弘
、
小
峯
広
子

、

望
月
俊
夫
、鈴
木
京
子

、後
藤
さ
と
恵
(
束

綾
瀬
中
)
水
谷
友
子

、唐
住
真
美

、今
井
由

美
子

、粕
谷
成
美

、川
村
優
子

、平
野
桂
子

川
上
圭
子

、藤
原
慶
子

、荒
井
み
ど
り

、井

出
野
一
訓
(
2
点
)
新
井
茂
雄

、磯
川
大
樹

藤
川
一
人

、長
山
辰
芳

、大
家
典
子

、(
1
0

中
)
伊
沢
元
子

、松
井
隆
二

竹
田
敏
彦

、粉

川
磨
里
(
1
5中
)
広
森
紀
子
(
青
井
中
)
西
連

時
久
美
子

、鈴
木
明
美
(
6
中
)
竹
村
好
能

茂
野
ま
ゆ
み

、鈴
木
睦
子

、新
井
朝
子

、早

川
佳
子

、井
上
美
子
(
4
中
)
茨
木
理
恵

、

三
浦
早
苗

、新
沼
広
樹
(
新
田
中
)
佐
藤
文

彦
、高
僑
良
一
(
7
中
)
黒
田
国
男
、米
山
昌

匸
小
泉
安
利

、森
浩
司

、木
村
ひ
ろ
子

、佐

藤
佳
美

、小
泉
佳
美

、石
川
雅
浩
(
9
中
)

( 区長賞) 萩野谷秀幸

( 金賞) 野口深雪

( 金賞) 松山孝

〝
公
害
通
信
〟
　
　

□
区
・
企
画
広
報
室
□

区
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
書
(

公
害
に
つ
い
て
)

を
発
行

区
民
の
み
な
さ
ん
が

。公
害
を
ど
う
う

け
と
め
て
い
る
か
“
を
テ
ー
マ
に
モ
ニ
タ

ー
の
方
々
5
0
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を

し
て
い
た
だ
い
た
結
果
が
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。

約
8
0
%
の
人
が
み
じ
か
に
公
害
の
発
生

を
感
じ
て
い
る
こ
と
、
地
域
に
よ
っ
て
、

主
な
。公
害
問
題

“の
種
頬
は
ち
が
っ
て
も

自
動
車
騒
音
や
排
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
、

ク
ル
マ
公
害
を
指
摘
し
て
い
る
人
が
多
い

こ
と
、
大
気
汚
染
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
植

物
被
害
を
目
撃
し
た
人
(
6
0
%
)

や
、
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
の
被
害
を
経
験
し
た
人
(
5
5
%
)

な
ど
も
高
率
に
あ
る
こ
と
が
し
め

さ
れ
て
い
ま
す
。
将
来
は
も
っ
と
公
害
が

分
ど
く
な
る
と
こ
た
え
た
人
が
6
3
%、
ま

た
、
公
害
に
よ
る
被
害
を
う
け
た
場
合
に

は
、
区
役
所
や
、
被
害
を
う
け
た
人
た
ち

と
相
談
す
る
と
禎
極
的
な
姿
勢
を
し
め
し

た
人
が
8
5
%と
多
く
、
公
害
を
な
く
し
、

す
み
よ
い
町
を
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
こ

う
と
い
う
意
欲
は
、
十
分
と
い
う
内
容
で

し
た
。

昭

和

50

年
度
第
一
回
足
立
区
公
害
対

策

協

議

会

開

催

さ

れ

る

1
1月
1
3
日
に
ひ
ら
か
れ
た
公
害
対
策
協

議
会
で
は
、「
区
内
の
公
害
の
現
状
に
つ
い

て
」
の
報
告
に
も
と
づ
く
討
論
、「
大
気
汚

染
と
植
物
影
響
」
の
4

演
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
新
し
い
委
員
が
加
にわ
り
、

構
成
‥‥
(は
総
数
で
3
9
人
に
な
り
ま
し
た
。

■
公
害
豆
知
識

環
境
基
隼
　
公
害
対
策
基
本
法
の
規

定
に
も
と
ず
き
、
大
気
汚
染
、
水
質

汚
濁
、
土
壌
汚
染
お
よ
び
騒
音
に
係
わ
る
環
境
の
条
件
に
つ
い
て
、
人
の

健
康
を
保
晨
し
、
生
活
環
境
を
保
全
す
る
う
え
で
維
持
す
る
こ
と
が
の
ぞ

ま
し
い
行
政
上
の
目
標
と
な
る
基
準

の
こ
ハ
ー

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
　

自
動
車
の
排
気

か
ス
や
T
ふ場
緋
煙
に
ふ
く
ま
れ
て
い

る
窒
素
酸
化
物
や
、
炭
化
水
素
が
、

太
陽
の
紫
外
線
を
受
け
て
複
雑
な
光

化
学
反
応
を
お
こ
し
て
一一
次
的
に
生

ず
る
ス
モ
ッ
グ
。
本
体
は
、
オ
ゾ
ン
P
A
N

な
ど
の
酸
化
性
物
質
と
ア
ル

デ
ヒ
ド
類
等

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
　

光
化
学
ス
モ
y

グ

の
主
峡
分
で
あ
る
オ
ゾ
ン
な
ど
酸
化

性
物
質
の
緯
称
。

P
A
N
(

パ
ー
オ
キ
シ
ア
セ
チ
ル
ナ

イ
ト
レ
ー
ト
)

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の

本
休
の
ひ
と
つ
で
有
獎
遇
酸
化
物
で

強
い
酸
化
性
物
質

。
目
の
刺
激
物
質

と
い
わ
れ
て
ぃ
る

。

総
量
規
制
　
排
出
物
中
の
濃
度
を
も
っ
て
規
制
の
尺
度
と
す
る
濃
度
規
制
　

(
P
P
m

規
制
)

に
対
し

、
一
定
の

地
域

、
ま
た
は
、
時
間
内
に
排
出
さ

れ
る
汚
染
物
質
の
総
量
を
も
っ
て
規

制
の
尺
度
と
し
よ
う
と
す
る
規
制
方

法
。
P
C
B
　

ポ
り
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
。

石
油
を
原
科
と
し

、
コ
ン
デ
ン
サ
ー

油
な
ど
の
欽一
媒
体
と
し
て

、
ま
た
ノ

ー
カ
ー
ボ
ン
紙
な
ど
に
も
、
広
く
も

ち
い
ら
れ
て
ぃ
た
。
カ
ネ
ミ
油
症
事

件
な
ど
で
毒
性
が
あ
き
ら
か
に
な
り

製
造
は
中
止
さ
れ
て
い
る
。

P
C
T
　

ポ
リ
塩
化
ト
リ
フ
ェ
ニ
ル
。
P
C
B

と
構
造
か
に
て
お
り
同
じ
て

い
ど
の
毒
性
か
あ
る
と
み
ら
れ
て
い

る
。
製
造
中
止
。

フ
タ
ル
酸
エ
ス
テ
ル
　

フ
タ
ル
酸
と

ア
ル
コ
ー
ル
類
が
睨
水
し
て
化
合
し

た
も
の
の
綛
称
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

こ
わ
れ
に
く
く
す
る
た
め
可
塑
剤
、

安
定
剤
と
し
て
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
。

油
に
と
け
た
り
、
薫
発
す
る
な
ど
、

容
易
に
瓔
境
を
汚
染
、
P
C
B

に
匹

敵
す
る
と
心
配
さ
れ
て
い
る
。

塩
ビ
モ
ノ
マ
ー
　
高
分
子
化
合
物
で

あ
る
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
の
単
分
子
(

気

体
)
の
こ
と

。
こ
の
モ
ノ
マ
ー
と
純

水
、
分
散
剤
、
重
合
触
媒
が
重
合
反

応
ガ
マ
に
仕
込
ま
れ
、
4
5℃
1
6
5
℃

で
か
き
ま
わ
さ
れ
、
脱
水
乾
燥
な
ど

の
T
ふ程
を
へ
て
塩
ビ
樹
―
が
で
き
る
。

塩
ピ
製
品
は
、
食
品
容
畧
な
ど
に
も

使
わ
れ
て
い
る
。

モ
ノ
マ
ー
を
吸
い
、
指
先
の
骨
が
溶

け
る
症
状
が
閊
慝
化
し
て
い
る
。

合
成
洗
剤
　

洗
浄
作
用
を
も
つ
I
r面

活
性
剤
の
こ
と
で
、
石
け
ん
の
よ
う

に
、
油
脂
や
脂
防
峻
か
ら
直
接
つ
く

ら
れ
る
も
の
を
の
ぞ
く
。

家
庭
用
品
表
示
法
は
、
P
H
8
.
0以
上

の
洗
剤
を
弱
ア
ル
カ
リ
性
洗
剤
、
P
H
6
.
0

～
U

の
も
の
を
中
性
洗
剤
と
い

う
。P

P
P
原
則
　
公
害
防
止
費
用
の
汚
染
者
負
捉
の
原
則
。

6
価
ク
ロ
ム
　

ク
ロ
ム
は
、
安
定
な

化
合
物
と
し
て
つ
か
わ
れ
て
ぃ
る
の
か
3

価
と
6

簔
、
6
価
の
化
合
物
は
、

メ
ッ
キ
に
使
わ
れ
る
ク
ロ
ム
酸
や
重

ク
ロ
ム
酸
カ
リ
、
ク
ロ
ム
イ
エ
ロ
ー

な
ど
が
代
表
的
な
も
の
で

、
水
に
と

け
る
も
の
は
、
黄
色
や
か
っ
色
を
示

す
。
六
鯒
の
化
合
物
は
、
醴
化
性
が

強
く
、
ク
ロ
ム
塩
製
造
T
ふ場
で

、
―

中
隔
せ
ん
孔
、
肺
ガ
ン
な
ど
の
患
者

が
多
発
し

、
問
駆
に
な
っ
て
い
る
。

水
銀
　
常
温
で
液
体
で
存
在
し
て
い

る
た
だ
ひ
と
つ
の
金
属

。
蒸
気
を
す

い
二
ん
だ
り
、
有
哦
水
銀
の
せ
っ
取

に
よ
っ
て

、
神
経
系
統
を
お
か
さ
れ

る
害
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
い
る

。

B
O
D
　
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
。バ
タ
テ
リ
ア
な
ど
が
水
中
の
有
機
物

質
を
酸
化
分
解
し
て
、水
を
き
れ
い
な
状
態
に
も
ど
t
(
自
浄
作
用
)
に

必
要
な
水
中
に
含
ま
れ
て
ぃ
る
酸
素

の
量
を
P
P
m

で
あ
ら
わ
し
た
も
の

。

数
値
が
大
き
い
ほ
ど
川
は
よ
ご
れ
て

い
る
。

5
P
P
m
・
コ
イ
、フ
ナ
が
正
常
に
　
　
　
　
　

す
め
る
水
準

。

1
0
P
P
m
・
悪
臭
発
生
限
眼
。

P
H
(
ペ
ー
ハ
ー
)
液
体
中
の
水
素
イ
オ
ン
濃
度
を
表
わ
す
単
缸
臉
、
7

を
中
性
と
し

、
こ
れ
を
上
ま
わ
る
値

は
ア
ル
カ
リ
性
、
下
ま
わ
る
と
酸
性

P
P
m
　
徹
量
の
濃
度
を
あ
ら
わ
す

単
位
で
百
万
分
の
一
の
こ
と
。空
気
―

㎡
中
に
1
c
c
の
か
ス
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
場
合
1
P
P
m
。

S
S
　

水
中
の

浮
遊

物
質

。P
P
m

で

あ
ら

わ
す

。

D
O
　

溶
存
酸
素
量

。
水
中
に
と
け

て
い
る
酸
素
の
こ
と

。
水
が
き
れ
い

な
ほ
ど
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

ホ
ン
　

騒
音
計
で
測
っ
た
9

音
の
大

き
さ
の
単
位
。

デ
シ
ベ
ル
　
振
動
の
大
き
さ
を
あ
ら
わ
す
醂
干
に
征
。

カ
ド
ミ
ウ
ム
　
亜
飴
製
饑
の
剛
産
物

と
し
て
、
大
気
や
水
の
汚
染
で
問
題

と
な
っ
て
ぃ
る
。
体
内
に
は
い
り
骨

の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
失
わ
せ

、
骨
1

も

ろ
く
し

、
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
の
原
因

と
判
断
さ
れ
た
。

マ
ス
キ
ー
法
　
一
九
七
〇
年
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
制
定
さ
れ
た
大
気
浄
化
法
。

自
動
車
の
排
出
ガ
ス
量
を
従
来
の
1

/
1
0
に
削
旄
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の

。
日
本
で
も
、
こ
の
考
え
方

に
そ
っ
て
窒
禀
酸
化
物
等
の
規
制
が

お
こ
な

わ

れ
た

。

■
事
業
主
の

み
な
さ
ん
へ

■
工
場
認
可
書
を
お
も
ち
で
す
か

工
場
の
設
置
を
計
画
し
た
り

、
工
場
の

建
物
・
設
備
の
変
更
を
計
画
し
た
場
合
に
は

工
場
設
置
(
変
更
)
認
可
書
が
必
要
で
す

。

ま
だ
工
場
設
置
認
可
を
う
け
て
い
な
い

工
場
は
、
至
急
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

■
い
お
う
酸
化
物
の
排
出
基
準
(
K
値
)

が
き
び
し
く
な
り
ま
す
。

環
境
庁
は

、
い
お
う
酸
化
物
の
排
出
基

準
(

大
気
汚
染
防
止
法
第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
)
K

値
を
、
特
別
区
で
は
現

行
3
.
5で
あ
っ
た
も
の
を
3
.
0に
す
る
告
示
(

昭
和
5
0
年
4

月
1
4
日
付
)

を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
な
っ
て

、
区
公
害
課

で
も
該
当
工
場
の
燃
料
の
質
を
向
上
さ
せ

る
よ
う
指
導
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す

お
問
い
合
せ
は

、
工
場
係
(
内
)
4
5
6
～
4
5
7


